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２０１４年に労働安全衛生法が改正され、２０１６年６月までに切削油剤や洗浄剤などの

扱い慣れた物質であってもリスクアセスメントの実施が義務付けされました。 

リスクアセスメントとは、職場の潜在的な危険性又は有害性を見つけ出し、その結果に基

づいてこれを除去、低減するため手法です。リスクアセスメントの概要を表１に示します。 

 
 

         
表１ ２０１４年１１月２８日付日刊工業新聞 

 
法令で義務化されても、実際上、ユーザーではどのようにして化学品の危険・有害性を把

握すればよいのか、安全データシート(ＳＤＳ)をリスクアセスメントにどう活かすかが分か

らないと思われます。 
そこで、水系切削油剤のリスクアセスメントのポイントを解説します。水系切削油剤のリ

スクアセスメントにおいて最も危険・有害性を評価しなければならないのは、抗菌成分の調

査・評価です。 
水系切削油剤に使用されている抗菌成分には、防腐剤メーカーが市販している防腐剤と油

剤メーカーが見付け出した静菌性物質と称する抗菌成分があります。防腐剤の抗菌メカニズ

ムは、主にバクテリアの細胞膜の破壊や蛋白質の凝固作用によるものですが、静菌性物質の

抗菌メカニズムはバクテリアの生殖や成長機能の阻害によるといわれています。以前にバイ



オタイプと称して防腐剤を含まないので安全で、防腐性も良いとの謳い文句の油剤が出回り

ましたが、この抗菌成分のほとんどはジシクロヘキシルアミン（以下ＤＣＨＡ）です。この

ＤＣＨＡは２００９年に、人の健康や生態系に有害なおそれがあるなどの性状を有する物質

としてＰＲＴＲ法の第一種指定化学物質に追加されました。 
油剤メーカーの組合である全工油は、ホームページ上で下記のコメントを発表しており、

ＰＲＴＲ法に該当する物質は排除していく姿勢を示しています（表２）。 

 

   

表２ 環境への取組みに対する全工油のコメント 

 

しかし、全工油の発表とは裏腹に、現在多くの油剤メーカーはＤＣＨＡを大量に使用して

います。多くの油剤メーカーは、ＤＣＨＡが他の成分である有機酸と反応してＤＣＨＡの有

機酸塩となっているとしてＳＤＳにＰＲＴＲ法非該当と記載しています。分析すればＤＣＨ

Ａが１％以上検出される可能性が高いので、分析でＤＣＨＡが１％以上含んでいる油剤をＰ

ＲＴＲ法非該当とすると違法となります。 

 
 



防腐剤を含まない油剤のＤＣＨＡの分析結果 
 

防腐剤を含まないので安全とＰＲして販売されている油剤のＤＣＨＡを分析するとＤＣ

ＨＡが 2.1%含まれていました（表３）。 

ＤＣＨＡの急性毒性は、ラットの LD50値 373ｍｇ〔PATTY（5th,2001）〕、ミジンコの繁殖

阻害の２１日 EC50は 0.14ｐｐｍ、２１日 NOEC値は 0.049ｐｐｍと非常に毒性が強い物質で

す。 

ＤＣＨＡは水系切削油剤に防腐剤より多く添加されていますので、毒性や環境への影響は

大きくなります。 

 実際はＤＣＨＡが含まれているのにＳＤＳにＰＲＴＲ法非該当と記載されていると、ユー

ザーではその油剤は安全であると間違ったリスク評価をすることになります。 

 水系切削油剤のリスクアセスメントの際、その油剤の特長として防腐剤を含んでいないの

で安全とのキャッチフレーズがあれば、分析によりＤＣＨＡが検出されないことを証明する

保証書の提出あるいはＤＣＨＡの分析を要求されることをお奨めします。 

 

      
 
 
 



      

 
 
 
 
 
 
 
 



水系切削油剤の選定・管理とリスクアセスメントのポイント 
 
① 切削性のよい油剤を選定する。 
② 防腐性、防錆性、機械内部に対する防食性のよい油剤を選定する。 
③ 泡がでやすい機械には消泡性のよい油剤を選定する。 
④ アルミニウムや銅などの非鉄金属を削る場合はその被削材に実績のある油剤を選定する。 
⑤ 液寿命の長い油剤を選定する（廃液量を減らし環境負荷を低減する）。 
⑥ 法令で有害性が指定されている物質及びこの物質に関連する物質を含む油剤は選定しな

い（人の健康や生態系に有害なおそれのある化学物質を排除）。 
⑦ 防腐剤が含まれていないことを特長とする油剤でＰＲＴＲ法非該当と記載されている油

剤はＤＣＨＡの分析を行う。 
⑧ 将来有害性が指摘される可能性のある物質を含む油剤の排除を検討する。 
⑨ 常に適正管理濃度で使用する。 
⑩ 油剤に接触する場合は、保護手袋あるいは保護クリームを使用する。 
⑪ ミストが発生する機械にはミストコレクターを設置する。 
⑫ 腐敗しやすい構造の機械タンクは腐敗しにくい構造に改造する。 
⑬ 長期間機械が止まる場合はその前に液量を最大限減らして原液を補給し濃い状態にし、

再稼働時に水を補給して適正濃度に戻す。 
⑭ 使用液の色や臭いなどに変化が生じた場合は、直ちに使用液を弊社に送って診断を受け

る（迅速液管理ご参照）。 
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